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2020 年 7 月 1 日 

角山 智 

 

銘柄分析レポート：卸売業の高収益企業 

 

１ はじめに 

 

下図は、卸売業の中より収益性の高い（売上高営業利益率１０％以上）会社を抜き出したもの

です。 

 

 一般論に、メーカーから仕入れた商品を小売業に販売して、利ざやを稼いでいる卸売業の収益

性は高くありません。業種全体の売上高営業利益率も３％程度にとどまっています。 

 

 しかし、そんな卸売業においても、売上高営業利益率１０％オーバーの高収益企業が存在する

のです。 

 

 売上高営業利益率の高さは、通常、付加価値の高さを意味します。単なる利ざやにとどまらな

い、特別の付加価値を顧客に提供できれば、収益性を高めることが可能です。 

下図では、自社グループ内に製造部門を持っている企業が少なくありません。メーカー機能を

有し、顧客ニーズに合った商品を提供できれば、自ずと付加価値も高まります。 

 

それに加えて、価格競争に巻き込まれない（あるいは価格競争を回避できる）何らかの強みを

有している必要があります。 

 下図では、ニッチ分野に特化して、高いシェアを誇っている企業が散見されました。大手企業

が参入に二の足を踏むニッチ（隙間）は、業種を問わず、高収益企業の宝庫です。 

 

 今回の銘柄分析レポートでは、卸売業の高収益企業から２社を選んで、高収益の秘密を探って

いきます。 

 

★卸売業で売上高営業利益率１０％以上の会社 

 

会社四季報ＣＤ－ＲＯＭ版のスクリーニング結果。株価などは６月２６日終値 

 


